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平成26年度　全国学力・学習状況調査について

平成 26年 4月に，中学校第 3学年の全生徒を対象とした標記の調査が行われました。出題は，従前と
同様，主として「知識」に関する問題を中心とした「問題A」と，主として「活用」に関する問題を中
心とした「問題B」で行われたところです。
問題の内容を見ますと，いくつかの特徴を挙げることができます。
まず，「問題A」では，「数量や図形などについての知識・理解」（以下，「知識・理解」という。）を

見る問題が，「数学的な技能」（以下，「技能」という。）を見る問題よりも多く出題され，総問題数の約
60%にあたっています。数学の問題では，「数学的な技能」を問うことが多いですから，「知識・理解」
の問題を作成する事例を学ぶ資料となるでしょう。
また，「知識・理解」を問う問題の中で，約 4割が「意味の理解」を問うています。その内容は，絶対
値の意味，移項の意味，関数の意味，確率の意味など用語そのものの意味を問う問題にとどまらず，証
明の意味などを問うものもあります。さらに，2つの概念を関連付けて理解しているかどうかを見る問題
(A�2)もあります。このように出題が多彩になっているのは，学習指導要領に「意味，意義，必要性
の理解」が強調されているからです。
一方，「問題B」では，問題作成の枠組みを「活用の文脈や状況」「活用される数学科の内容（領域）」「数

学的なプロセス」の 3つの視点から整理しています。
「活用の文脈や状況」では，数学が実生活や身の回りの事象で活用されたり，他教科などの学習で活用
されたり，算数・数学の世界で活用されたりすることを想定しています。この枠組みの基に作成されて
いる問題を生徒に示すことによって，数学が役に立つということを深く理解させることができるでしょ
う。また，「数学的なプロセス」では，数学化，情報活用，数学的な解釈・表現，問題解決，結果の評価・
改善，他事象との関連付け，事象の統合，多面的思考といった内容が示され，これも数学学習の必要性
として，生徒に話す内容として参考になるでしょう。
問題をみると，関数領域と図形領域における出題傾向は今後の学習指導の力点を示しているように捉

えることができます。関数領域では，グラフの読み取りとその解釈・説明が問われていて，図形領域では，
文化祭の準備をテーマに空間認識を見る問題が取り上げられ，授業における数学的活動の在り方を示唆
しています。
このような出題傾向をよく分析し，日々の学習活動の充実にいかすことが大切です。具体的には，学

習指導要領が求めている，学ぶ必要性や意味・意義の理解を大切にするとともに，「数学が活用される文
脈や状況」を踏まえた学習指導を通して，生徒が主体的に考え判断し，数学的に説明することを大切に
する「数学的活動の一層の充実」を図ることです。
本冊子は，学力・学習状況調査問題と啓林館教科書の記述内容とを関連付けて，問われている学力の

向上は，教科書に沿った指導を充実させることで可能であることを示しています。この冊子をもとに，
学習指導の改善を図る取り組みを充実させてください。特に，学力・学習状況調査の出題の趣旨と問題
との関係を読み取り，学習指導要領の目標や内容に沿って適切に評価する方法について考える研修の資
料としても活用してください。

啓林館教科書編集委員会
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問題A　主として「知識」に関する問題

1　分数の除法の計算・正の数と負の数とその計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 4#/6%を計算する 分数の除法の計算ができる 数と式
(小学校 6年) 技能 短答

◎教科書との関連
1 1 年 p.37　正の数・負の数「分数をふくむ除法」で，負の数をふくむ 分数/分数 の計算の仕方を示しています。
　 1 年 p.220　算数から数学へ「小数・分数の計算」で，分数の除法の計算の仕方を示しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1
2 2*(-52)を計算する 指数を含む正の数と負の数の計算がで

きる 数と式 技能 短答

3 -7の絶対値を書く 絶対値の意味を理解している 数と式 知・理 短答

4 35を基準にして38を正の数で表す 正の数と負の数の意味を，実生活の場
面に結び付けて理解している 数と式 知・理 短答

◎教科書との関連
2 1年 p.40　正の数・負の数「指数をふくむ計算」で，その計算の仕方を示しています。
3 1年 p.17　正の数・負の数「絶対値と数の大小」で，絶対値の意味を数直線を使って示しています。
4 1年 p.16　正の数・負の数「目標を基準にして」で，目標との違いを正負の数を使って表す仕方を示しています。
    身近な例から，ある基準の量からの増減や過不足を正の数・負の数を使って表すことを学び，数学が日常
生活と関連があることを知らせ，計算の意味を考えられるようにします。

▼ 1 年 p.37 ▼ 1 年 p.220
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▼ 1 年 p.40

▼ 1 年 p.16

▼ 1 年 p.17
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2　文字式の計算とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2

1
「プールの水の深さは 120cm以下で
ある」という数量の関係を表した不等
式を書く

数量の大小関係を不等式に表すことが
できる 数と式 技能 短答

2 10xy/5xを計算する 単項式どうしの除法の計算ができる 数と式 技能 短答

3
a=2，b=3 のときの式 ab2の値を求
める

指数を含む文字式に数を代入して式の
値を求めることができる 数と式 技能 短答

4
男子m人と女子 n人が 1人 2個ずつ
持った風船の合計数を， mと nを用い
て表した式を選ぶ

数量を文字式で表すことができる 数と式 技能 選択

◎教科書との関連
1  1年 p.68-70　文字の式「大小関係を表す式」で，数量の大小関係を不等号を使って表す仕方を示しています。
2 2年 p.21　式の計算「単項式の除法」で，単項式の除法の計算の仕方を示しています。
3 1年 p.56-58　文字の式「式の値」で，式の中の文字に値を代入して，その値を求める仕方を示しています。
4  1年 p.50-51　文字の式「数量を文字で表すこと」で，文字を使って数量を表す仕方を示し，文字式の表し方
を学習した後，1年 p.54-55で，文字式の表し方にしたがって，いろいろな数量を表すことを扱っています。

▼ 1 年 p.68 ▼ 1 年 p.69

▼ 1 年 p.54

▼ 2 年 p.21

▼ 1 年 p.57
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3　方程式の解き方とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3
1

一元一次方程式を解くとき，移項が行
われている式変形として正しいものを
選ぶ

等式の性質と移項の関係を理解してい
る 数と式 知・理 選択

2 一元一次方程式 x-1
3 =2を解く 分数を含む一元一次方程式を解くこと

ができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1　 1年 p.80　方程式「移項して方程式を解く①」で，数の項を右辺に移項して解く解き方を示しています。
 また，p.80-81の鉛筆マークの付箋の中で，移項した式を図解しています。
2　 1年 p.82-83　方程式「いろいろな方程式」で，分数を含む方程式の解き方や練習問題を扱っています。また，
一次方程式を解く手順をまとめています。

▼ 1 年 p.80

▼ 1 年 p.82-83

▼ 1 年 p.81
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3
3

連立二元一次方程式をつくるために着
目する数量を選び，式で表す

着目する必要がある数量を見いだし，
その数量に着目し，連立二元一次方程
式をつくることができる

数と式 知・理 短答

4 連立二元一次方程式  y=3x-2
y=2x+3を解く

簡単な連立二元一次方程式を解くこと
ができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
3 2年 p.42-46　連立方程式「連立方程式の利用」の例題の考え方などで，数量の関係に着目させています。
4 2年 p.34-40　連立方程式「連立方程式の解き方」で，連立二元一次方程式を解くことについて学習しています。

4　線対称な図形・垂直二等分線の作図・回転移動
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4 1 線対称な図形を完成する 対称軸が与えられたときに，線対称な
図形を完成することができる

図形
(小学校 6年) 技能 短答

◎教科書との関連
1  小学校わくわく算数 6上 p.8-11で，線対称な図形の性質とかき方について学習しています。
　 1年 p.224　算数から数学へ「対称な図形」で，線対称な図形の性質を取り上げています。

▼ 2 年 p.43 ▼ 2 年 p.37
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

4
2

与えられた方法で作図される直線につ
いて，正しい記述を選ぶ

線分の垂直二等分線の作図の方法につ
いて理解している 図形 知・理 選択

3
与えられた角が回転移動した後の角を
選ぶ

図形の回転移動について，移動前と移
動後の 2つの図形の辺や角の対応を読
み取ることができる

図形 技能 選択

◎教科書との関連
2  1年 p.139　平面図形「垂直二等分線」で，四角形 (ひし形)の対称性を根拠にした線分の垂直二等分線の作図の
仕方を示しています。

3 1年 p.134　平面図形「図形の移動」で，回転移動について学習しています。

▼ 啓林館わくわく算数 6 上 p.11 ▼ 1 年 p.224

▼ 1 年 p.134▼ 1 年 p.139
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5　空間図形
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1
直方体の 1つの面の対角線を含む直線
と平行な面を書く

空間における直線と平面の平行につい
て理解している 図形 知・理 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.164-165　空間図形「直線と平面の
位置関係」で，直線と平面の位置関係を分
類して示しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5

2
三角形をそれと垂直な方向に一定の距
離だけ平行に動かしてできる立体の名
称を選ぶ

平面図形をその面と垂直な方向に平行
に移動させたときの，空間図形の構成
について理解している

図形 知・理 選択

3
円錐の展開図において，側面のおうぎ
形の半径を読み取る

円錐の展開図において，おうぎ形の半
径が円錐の母線に対応していることを
読み取ることができる

図形 技能 短答

4
円柱と円錐の体積を比較し，正しい図
を選ぶ

底面が合同で高さが等しい円柱と円錐
の体積の関係について理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
2 1年 p.167　空間図形「面を平行に動かしてできる立体」で，三角柱は，どんな図形を，どのように動かしてで
きる立体とみることができるかを問う問題を扱っています。

3 1年 p.159-160　空間図形「円柱と円錐」で，円錐の見取図と展開図を示しています。また，1年 p.176で，円
錐の側面積の求め方を示しています。

4 1年 p.178　空間図形「角錐，円錐の体積」で，円錐の体積は円柱の体積の 3!であることを示しています。

▼ 1 年 p.164
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◎誤答の例と指導のポイント
3  4 … 円錐の側面のおうぎ形の半径が円錐の高さに対応すると考えています。
    実際に，おうぎ形の展開図をかき，それを組み立てて円錐をつくる作業を通して，側面のおうぎ形の半径
は円錐の母線に対応することを捉えさせるなど，実感をともなって理解させることが大切です。

▼ 1 年 p.178▼ 1 年 p.167

▼ 1 年 p.160
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6　平面図形の基本的な性質
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6

1
長方形ABCDにおいて，AC=BD が
表す性質を選ぶ

記号で表された図形の構成要素間の関
係を読み取ることができる 図形 技能 選択

2
三角形の外角について，正しい記述を
選ぶ

三角形の外角とそれと隣り合わない 2
つの内角の和の関係を理解している 図形 知・理 選択

3
n角形の内角の和を求める式について，
六角形の内角の和を求める過程を読み，
(n-2)が表すものを選ぶ

n角形の内角の和を求める式
180º*(n-2)における (n-2)の意味
を理解している

図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1  1年 p.128-129　平面図形「直線と角」の鉛筆マークの付箋，2年 p.120-121　図形の性質と証明「平行四辺
形の性質」等で，図形の構成要素間の関係を言葉や記号で書き表しています。

2 2年 p.88-89　図形の調べ方「三角形の内角と外角」で，三角形の内角・外角の性質を示しています。
3  2年 p.90　図形の調べ方「多角形の内角の和」で，n角形は，1つの頂点からひいた対角線によって，(n-2)個
の三角形に分けられることを示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
2 ア … 頂点Cにおける外角の大きさと頂点C'における外角の大きさを比較しています。
    外角の意味を確認し，外角を指摘したり，図にかき込んだりするよう指導するとよいでしょう。

7　三角形の合同条件
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

7 証明で用いられている三角形の合同条
件を選ぶ

証明を読み，根拠として用いられてい
る三角形の合同条件を理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
　 2年 p.96　図形の調べ方「三角形の合同条件」で，三角形の合同条件を示し，p.102-103で，三角形の合同条件を
使った証明の進め方を取り上げています。また，2年 p.122問 2で，「平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交
わる」ことを証明する問題を扱っています。

▼ 2 年 p.90▼ 1 年 p.128

▼ 2 年 p.89
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8　証明の方針の必要性と意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

8 証明の方針を立てる際に着目すべき図
形を指摘する

証明のための構想や方針の必要性と意
味を理解している 図形 知・理 短答

◎教科書との関連
　 2年 p.102-103　図形の調べ方「合同条件を使った証明の進め方」で，証明のための構想や方針を立てながら進
める展開にしています。

▼ 2 年 p.122

▼ 2 年 p.103

▼ 2 年 p.96

▼ 2 年 p.102
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9　関数の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

9
与えられた表を基に，宅配サービスの
重量と料金の関係を，「…は…の関数
である」という形で表現する

関数の意味を理解している 関数 知・理 短答

◎教科書との関連
　1年 p.98-99　変化と対応「関数」で，関数の定
義を示しています。

10　比例・反比例の意味とその表現
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

10

1 x=2，y=6の比例の式を求める 比例の関係を式に表すことができる 関数 技能 短答

2 反比例の性質を表した記述を選ぶ 反比例の意味を理解している 関数 知・理 選択

3
s=vtを基に，速さ vが一定のとき，
時間 tと道のり sの関係について，正
しい記述を選ぶ

与えられた式を基に，事象における 2
つの数量の関係が比例であることを判
断することができる

関数 知・理 選択

4 反比例のグラフから表を選ぶ 反比例について，グラフと表を関連付
けて理解している 関数 知・理 選択

◎教科書との関連
1  1年 p.102，104　変化と対応「比例の式」で，比例の関係はy=ax (aは比例定数 )の式で表され，xとyの関
係を式に表す問題を取り上げています。

2 1年 p.113　変化と対応「反比例の式」で，反比例の関係について示しています。
3  1年 p.102　変化と対応「比例の式」で，y=axの式で表されるとき，yはxに比例するということを示してい
ます。また，2年 p.53問 1では，与えられた式を基に，一次関数かどうかを判断させる内容を取り上げています。
4 1年 p.116-118　変化と対応「反比例のグラフ」で，反比例のグラフは双曲線であることを示しています。
 また，1年 p.113で，反比例の関係では，対応するx，yの値の積xyは一定であることを示しています。
 さらに，2年 p.66　一次関数で，表，式，グラフの関係についてまとめる活動を設定しています。

▼ 1 年 p.98
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▼ 1 年 p.102

▼ 1 年 p.113 ▼ 2 年 p.66

▼ 1 年 p.104
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11　一次関数の表とグラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

11
1

変化の割合が 2である一次関数の関係
を表した表を選ぶ

一次関数の変化の割合の意味を理解し
ている 関数 知・理 選択

2 一次関数y=3x-4のグラフを選ぶ 
一次関数y=ax+bについて，aと b
の値とグラフの特徴を関連付けて理解
している

関数 知・理 選択

◎教科書との関連
1 2年 p.55-57　一次関数「一次関数の値の変化」で，変化の割合を学習しています。
 さらに，2年 p.66で，表，式，グラフの関係をまとめる活動を設定しています。
2 2年 p.58-62　一次関数「一次関数のグラフ」で，切片と傾きについて示し，グラフの特徴をまとめています。

◎誤答の例と指導のポイント
1 ア … xの値が 1のときのyの値が変化の割合と捉えています。
    変化の割合はxの増加量が 1のときのyの増加量であることをしっかり押さえておきましょう。

▼ 2 年 p.55 ▼ 2 年 p.56

▼ 2 年 p.61
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12　連立二元一次方程式と一次関数のグラフとの関係
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

12 グラフから，連立二元一次方程式の解
を座標とする点を選ぶ

連立二元一次方程式の解が，2直線の
交点の座標として求められることを理
解している

関数 知・理 選択

◎教科書との関連
　2年 p.71　一次関数「連立方程式とグラフ」で，
連立方程式の解は，2直線の交点の座標と一致する
ことを示しています。

13　相対度数の求め方・中央値の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

13
1

生徒 60人の通学時間の分布を表した
度数分布表から，ある階級の相対度数
を求める

度数分布表から相対度数を求めること
ができる 資料の活用 技能 短答

2
ハンドボール投げの記録の分布を表し
たヒストグラムから，記録の中央値を
含む階級を選ぶ

ヒストグラムにおいて，中央値の意味
を理解している 資料の活用 知・理 選択

◎教科書との関連
1  1年 p.189　資料の活用「度数分布表」で，資料を度数分布表に整理すること，また，p.192-193で，相対度数
の意味と求め方を示しています。

2  1年 p.196　資料の活用「中央値」で，中央値の意味と求め方を示しています。また，1年 p.198で，ヒストグ
ラムと代表値の関係について触れています。

▼ 2 年 p.71

▼ 1 年 p.192 ▼ 1 年 p.196
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14　確率の意味と求め方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

14
1

画びょうを投げた実験結果から，上向
きになる確率を選ぶ 確率の意味を理解している 資料の活用 知・理 選択

2
樹形図を利用して，3枚の硬貨を同時
に投げるとき，表が 2枚，裏が 1枚出
る確率を求める

樹形図などを利用して，確率を求める
ことができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1 2年 p.138-140　確率「確率の意味」で，硬貨を投げた回数と相対度数のグラフや出生率などから，確率の意
味について示しています。

2 2年 p.146　 3枚の硬貨を投げたときの確率についての問題を取り上げています。

◎誤答の例と指導のポイント
1 エ … 上向きになる場合と下向きになる場合が同様に確からしいと捉えています。
    ある試行を多数回繰り返したときに，ある事象が起こる回数の全体に対するの割合が近づいていく値とし
て，確率の意味を理解できるように指導することが大切です。そのためにも，観察や実験などの活動を取り入れ
ましょう。また，表やグラフに表された実験結果を読み取ることに取り組ませる活動も効果的です。

▼ 2 年 p.138 ▼ 2 年 p.146
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問題B　主として「活用」に関する問題

1　事象の図形的な考察と問題解決の方法　（文化祭の準備）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1

1
案内図を基に，経路を示すはり紙を選
ぶ

与えられた図から情報を適切に選択し，
空間における図形の位置関係を的確に
捉えることができる

図形 考え方 選択

2
外から校舎を見た図で，案内図に示さ
れた非常口の位置を選ぶ

日常的な事象を表した図を観察し，空
間における位置に関する情報を適切に
読み取ることができる

図形 考え方 選択

3
図形の性質を用いて，横断幕が木に
まったく隠れない最も低い位置を求め
る方法を言葉や図で説明する

事象を理想化・単純化し，その結果を
数学的に解釈し，問題解決の方法を説
明することができる

図形 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 小学校わくわく算数 6年上 p.84で，縮図を使って木の高さを求める問題を扱っています。
 1年 p.161-166　空間図形「空間内の平面と直線」で，空間における直線や平面の位置関係を示しています。
 また，p.172数学展望台「立体の見取図・展開図・投影図」で，用途に応じた図をうまく利用していく必要性に
ついて示しています。さらに，1年 p.250数学広場「積み木の数」で，空間における位置に関する情報を読み取
る問題を取り上げています。

    日常的な事象を図形に着目して観察したり，問題解決のために図を利用して，言葉で説明することができ
るように指導することが必要です。

▼ 啓林館わくわく算数 6 上 p.84 ▼ 1 年 p.172
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2　反例をあげて説明すること（偶数の四則計算）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2

1
2つの偶数の和は偶数になることの説
明を完成するために，式 2m+2nを変
形する

与えられた説明の筋道を読み取り，式
を適切に変形することで，その説明を
完成することができる

数と式 考え方 短答

2

2つの偶数の積は 8の倍数になるとは
限らないことの説明を完成するために，
予想が成り立たない例をあげ，その積
を求める

事柄が成り立たない理由を説明する場
面で，反例をあげることで，その説明
を完成することができる

数と式 考え方 短答

3
2つの偶数の商についての正しい記述
を選び，その理由を説明する

予想された事柄が成り立たないことを
判断し，その事柄が成り立たない理由
を説明することができる

数と式 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 2年 p.23-25　式の計算「文字式の利用」で，文字を使って整数の性質を明らかにする内容を取り上げてい
ます。2年 p.114　図形の性質と証明「逆」で，あることがらが正しくないことを説明するには，その例を 1つ
示せばよいことを述べています。

 また，2年 p.169　ひろがる数学「反例をあげる」で，反例について示し，さらに，2年 p.170-171　ひろがる
数学「問題をつくり変える」で，条件の一部を変えても成り立つかどうか考察する問題を提示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
3 (イを選択) 6と 2の場合などがあるから … 2つの偶数をあげただけで，2つの偶数の商は偶数になるとは限らな
いことの説明ができていると捉えています。

    成り立たない場合の例は 1つでよいですが，例えば「6/2=3　 3は偶数ではないから 2つの偶数の商は
偶数になるとは限らない」のように，成り立たないことをはっきり示すように指導しましょう。

▼ 2 年 p.25 ▼ 2 年 p.114
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3　日常的な事象を数学的に解釈すること（ウェーブ）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3
1

与えられた表やグラフから，人数が
24人のときに 6.0秒かかったことを
表す点を求める

与えられた表やグラフから，必要な情
報を適切に読み取ることができる 関数 知・理 短答

2
大地さんの求め方を基に，ウェーブを
する人数と時間について，2つの数量
の間の関係を説明する

事象を理想化・単純化して問題解決し
た結果を解釈し，数量の関係を数学的
に説明することができる

関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 2年 p.73-74　一次関数「一次関数の利用」で，水を熱する実験で得られた数値の関係を一次関数とみなし
て考えることを取り上げています。

 また，2年 p.174-175　数学広場「マグロ漁業」で，資料から必要な情報を適切に選択し，問題を解決する課題
を取り上げています。

    事象の中から関数関係を見いだすために，与えられた表やグラフから必要な情報を適切に選択し，処理で
きるように指導することが大切です。

◎誤答の例と指導のポイント
1 A … 問題文の「6.0秒かかったことを表す点」から，x座標が 6であると捉えています。
    問題を的確に捉え，グラフのx軸，y軸の単位に気をつけて答えるよう指導しましょう。
　また，表，式，グラフの関係について押さえておくことも大切です。

▼ 2 年 p.73 ▼ 2 年 p.74
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4　構想を立てて証明し，証明を振り返って考えること（2つの二等辺三角形）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
1

2つの線分の長さが等しいことを証明
する

図形の性質を，構想を立てて証明する
ことができる 図形 考え方 記述

2
¡BAC=110º，BD=ADのとき，
¡DAEの大きさを求める

付加された条件の下で，証明を振り返
って考え，事柄を用いることができる 図形 考え方 短答

◎教科書との関連
1　2 2年 p.102-103　図形の調べ方「合同条件を使った証明の進め方」で，証明の構想や方針を立てて進める展
開にしています。

 また，2年 p.114問 5や p.119練習問題 1では，条件に合う図を自分でかくことで，構想や方針を立てやすくな
るようにしています。さらに，2年 p.134章末問題9は，8に条件を付加した問題にしています。

▼ 2 年 p.103 ▼ 2 年 p.114

▼ 2 年 p.119

▼ 2 年 p.134



-21-

5　不確定な事象の数学的な解釈と判断（スティックゲーム）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5
1

スティックゲームの遊び方を基に，1
本表，3本裏のときの得点を求める

ある場合の得点を樹形図を利用して求
めることで，与えられた情報を分類整
理することができる

資料の活用 考え方 短答

2
1点と 2点のとりやすさについての正
しい記述を選び，その理由を確率を用
いて説明する

不確定な事象の起こりやすさの傾向を
捉え，判断の理由を説明することがで
きる

資料の活用 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 2年 p.148　確率「くじ引きの確率」で，判断の理由を確率を用いて説明することを取り上げています。
 また，2年 p.150章末問題4では，硬貨の表裏と金額を複合した確率を求める問題にしています。
    実生活の場面で，不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え，確率を用いて的確に説明することが大切です。

▼ 2 年 p.148 ▼ 2 年 p.150
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6　数学的な表現の事象に即した解釈と問題解決の方法（駅への向かい方）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6

1
弟が駅に着いたときの，兄のいる地点
から駅までの道のりを求める

与えられたグラフを，事象に即して解
釈することができる 関数 考え方 短答

2
兄の速さを変えないとき，弟と兄の進
む様子を表したグラフを選ぶ

グラフの特徴を事象に即して解釈し，
結果を改善することができる 関数 考え方 選択

3

兄の出発時間を変えないとき，兄の進
む様子を表すグラフの両端の 2点を求
め，そのグラフから兄の速さを求める
方法を説明する

グラフの特徴を事象に即して解釈し，
結果を改善して問題を解決する方法を
説明することができる

関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 2年 p.76-77　一次関数「一次関数の利用」で，出発してからの時間と目的地までの道のりの関係をグラ
フを用いて解決する問題を扱っています。また，2年 p.80章末問題8でも同様の問題を扱っています。

▼ 2 年 p.76 ▼ 2 年 p.77

▼ 2 年 p.80
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◆ MEMO ◆



-24-

◆ MEMO ◆
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